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研究成果の概要（和文）：作物が東アジアへと伝播した経路上の国々において，本研究班を構成する４グループ
（オオムギ，コムギ，ダイズおよびメロン）が，これまでに構築してきた国際的ネットワークに立脚して，のべ
２１回の現地調査を行い，各作物の在来品種や近縁野生種などの新規遺伝資源を収集・導入した．また，遺伝資
源の導入が困難なダイズについては現地において共同試験を実施した．これら遺伝資源を用いた遺伝学的解析に
より，各作物の進化・伝播・適応について数々の新知見を得ることができ，論文や図書などにより公表した．さ
らに，実用的に重要な形質を評価できたので，品種改良への応用ならびに新規遺伝子の特定などの基礎研究の展
開を可能にした．

研究成果の概要（英文）：Plant genetic resources of important crops, including barley, wheat, soybean
 and melon, have been explored in Asian countries through which crops were introduced to East Asia. 
Based on the international network constructed by our research group, we successfully conducted a 
total of twenty-one times of field expedition. In addition, we performed joint experiments with our 
counterpart scientists in respective countries, when international transfer of genetic resources was
 difficult. Several important new findings related with the evolution, transmission, adaptation of 
these crops have been obtained by the analysis of diverse plant genetic resources, and published in 
scientific papers and books. We also evaluated the agronomically important traits of these materials
 introduced which can be utilized in breeding program of each crop, as well as for basic research to
 identify novel genes. 

研究分野： 植物遺伝育種学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 (1)植物遺伝資源は人類や地球環境の未
来にとって必須の潜在的機能を保有する
未利用資源の宝庫であり，また作物の多様
性・進化研究にとって不可欠な研究基盤で
ある． 
 (2)本研究で対象とする作物のうち，オ
オムギ・コムギ・メロンは西域から伝播
した作物であるが，多様な環境への適応
を通じて作物も多様化したことが知られ
ている．また，ダイズは東アジアで起源
した作物である． 
 (3)これら主要作物の進化・多様化・環
境適応を解明するには，東アジアにおけ
る遺伝資源の調査・国内への導入による
基盤構築が不可欠であるが，植物遺伝資
源の囲い込み・国家間交流の制限により
研究環境は厳しくなる一方である． 
 (4)そこで，武田和義（岡山大学名誉教
授）が組織した海外学術調査班を継続・発
展させた第１次調査において，東アジアに
渡来・起源した作物資源の遺伝的多様性や
環境適応の実態を明らかにしてきた．その
結果，農業の近代化や自然植生破壊の進行
により，緊急調査を必要とする 地域や希
少種がクローズアップされてきた． 
 (5)本研究班がこれまでに実施した学術
調査において構築した国際的ネットワー
クにより，現地研究者との共同学術調査お
よび遺伝資源の国内への導入の可能性が
拡大している． 

 
２．研究の目的 
東アジアは地理的・気候的に変化に富み，

多くの民族が独自の食文化を形成している．
利用されてきた作物は極めて多様で，潜在的
価値の高い遺伝資源の宝庫である．開発など
により消滅の危機にある状況を鑑み，本研究
班の第一次学術調査では，作物が東アジアへ
と伝播した経路上の国々において現地調査
や遺伝資源の導入を行った．本研究では，第
一次学術調査でカバーできなかった西アジ
ア地域も加え，現地研究者との共同調査によ
りムギ類，ダイズ，ウリ科作物の地理的分布
と環境適応の実態を明らかにする．加えて，
分子遺伝学的手法を用いて多様性解析を行
い，東アジアに到達した作物の多様化プロセ
スの解明に迫る．さらに，各作物の在来品種
や野生種に潜在する未利用有用遺伝子の発
見とその機能開発についての研究基盤を構
築する．なお，作物遺伝資源の持ち出しが許
可されていない国については，現地において
栽培・特性評価などの共同研究を実施して研
究を進めるとともに，国際的ネットワークの
強化を図る． 

 
３．研究の方法 
 (1)本研究班の調査対象地域はジョージア，
アルメニア，中国，ベトナム，カンボジア，

ネパールの 6ヶ国である．遺伝資源の国家間
移動が特に厳しく制限されているダイズに
ついては，インド・中国において共同研究を
実施した．また，国際的ネットワークを拡大
して調査可能地域を広げるために，研究班員
の交流成果を利用してイスラエル・エチオピ
アを訪問した． 
 対象作物はいずれも畑作物という共通点
があるが，ダイズ及びウリ科作物の一部（キ
ュウリなど）は東アジア起源であるのに対し
て，ムギ類やメロンなどは他の地域で起源し
て東アジアで多様化した作物である．従って，
4 種作物の比較解析によって東アジアにおけ
る作物遺伝資源の多様化を明らかにするた
め，日常的なメール連絡や班会議などにより
作物グル―プ間での情報共有を行った． 
 (2)現地調査終了後に，種子の増殖，検定交 
配，適応形質の調査，核およびオルガネラの 
DNA 多型解析などを行い，集団の遺伝的構造
を明らかにした．加えて，導入系統の実用形
質を評価し，遺伝資源としての有用性を明ら
かにした． 
 
４．研究成果 
作物が東アジアへと伝播した経路上の国々

を本研究班の下記４グループが訪問し，のべ
21 回にわたって現地調査を行い，重要作物の 
遺伝資源を収集・導入するとともに，作物の 
進化・適応・多様性および重要特性について 
数々の重要な知見を得ることができた．また，
ダイズについてはインド・中国において共同
研究を実施することができた．その概要は下
記の通りである． 
なお，今後の遺伝資源調査を担う若手研究 

者の育成が進んだこと，および共同研究を実 
施した現地研究機関との連携が強化されたこ 
とも，本研究の重要な成果である． 
 
１．オオムギ・コムギグループ 
①イスラエルのエルサレム・ヘブライ大学お
よびヨルダンの国際半乾燥地農業研究セン
ターを 2014 年 6 月 24 日～7 月 2 日の日程で
訪問し，中東地域におけるムギ類の遺伝資源
に関する分布状況と，将来的な共同調査につ
いて打ち合わせた． 
②ロシア・N.I.ヴァヴィロフ研究所の協力の
下に，ジョージアにおいてオオムギおよびコ
ムギ遺伝資源の調査・収集を 2014 年 8 月 12
日から 10 日間行った．採集地域は国土の北
部を中心とする標高 142～2,147m の 40 カ所
を調査し，コムギ・オオムギの栽培種および
近縁植物の合計 77 点を収集した． 
③中国科学院昆明植物研究所の協力の下に，
中国青海省においてオオムギおよびコムギ
遺伝資源の調査収集を 2015 年 8 月 7 日から
10日間行った.採集は2班に分かれて実施し，
コムギ・オオムギの栽培種および近縁植物に
ついて北部班は標高 2,713～3,334m の 24 カ
所で合計 73 点，南部班は標高 2,789～4,543m
の 31 カ所で合計 101 点を調査・収集した． 



④ロシア・N.I.ヴァヴィロフ研究所の協力の
下に，アルメニアにおいてオオムギおよびコ
ムギ遺伝資源の調査・収集を 2016 年 7 月 10
日から 14 日間行った．採集地域は首都エレ
バン近郊と国土の南部を中心とする標高 650
～2000m の 67 カ所を調査し，コムギ・オオム
ギの栽培種および近縁植物の合計151点を収
集した． 
⑤エチオピアにおけるコムギ・オオムギの遺
伝資源の状況を調査するため 2017 年 1 月 26
日～28 日の日程で，Ethiopian Diversity 
Institute及びBioversity事務所を訪問した． 
⑥中国科学院昆明植物研究所の協力の下に，
中国北京市，河北省，山東省においてムギ類
近縁野生種の調査収集を 2017 年 8 月 5 日か
ら 5日間行った. 標高 0～2300m の 24カ所で
合計 66 点を調査・収集した．なお，本調査
は予算を繰り越して実施したものである． 
 
２．ダイズグループ 
① イ ンド国 際 半乾燥 熱 帯作物 研 究 所
（ICRISAT）の Vadez 博士とダイズの土壌乾
燥抵抗性に関する共同研究，ならびに，②中
国科学院東北地理学および農業生態学研究
所（NEIGAE）の劉宝輝博士および孔凡江博士
と中国南部および東南アジアで収集された
ダイズ遺伝資源の開花特性に関する共同研
究を実施した． 
②ICRISAT は，シリンダーライシメトリック
法を用いた植物の蒸散評価設備を有し，世界
の作物の土壌乾燥耐性研究をリードする．前
プロジェクトでは，インドのダイズ育成系統
の乾燥耐性を評価したが，それらの種子の国
外への持ち出しが不可能であったことから，
詳細な比較解析ができなかった．2015 年 12
月 10 日～18 日，柏木が ICRISAT を訪問し，
Vadez 博士ならびに同研究所内のアジア蔬菜
研究開発センター支所のEasdown博士と協議
して，国際蔬菜センター保有のダイズ 4系統
を ICRISAT ならびに日本へ導入し，共通の実
験材料を用いて比較解析することが可能に
なった． 
2015 年 12 月，これら４系統と前プロジェ

クトで乾燥耐性に特徴的な差異を示した6系
統をポリエチレン製シリンダー（25cm 径，長
さ 120 ㎝）に播種し，生育期間を通して適宜
水を与える潅水条件と潅水頻度を制限した
乾燥条件で栽培し，蒸散量の推移と収穫期の
バイオマスならびに種子収量を調査した．
2016 年 1月 16 日～21 日にかけて，阿部と柏
木が ICRISAT を訪問し，植物体の生育を調査
するとともに，Vadez 博士と研究内容等につ
いて意見交換した．播種後に遭遇した低温に
より個体間の生育量にバラつきが生じ，平均
蒸散量には処理間に有意差は観察されなか
ったが，両処理を込みにした総蒸散量とバイ
オマスの間には正の相関関係が認められ，バ
イオマス量は総蒸散量を反映していた．同実
験は，2016 年から 2017 年にかけても実施さ
れ，2017 年 1月 20 日～25 日に柏木が現地を

訪問し，研究状況を視察し，研究成果のとり
まとめについて打ち合わせした． 
③2015年 9月 9日～10月 7日，阿部はNEIGAE
の劉および孔博士の研究室を訪問し,中国東
北部の早生ダイズの非感光性に関する遺伝
解析を実施し，また，長江下流域のダイズ栽
培に関する現地調査を行った．2016 年 3月 8
日～19 日孔博士を日本へ招聘し，ダイズの開
花に関する研究集会を開催し，東南アジアな
らびに中国雲南省で収集されたダイズ在来
系統の短日条件下における開花様式を評価
した． 
2017 年 5 月 29 日～6 月 4 日，柏木は，中

国武威市ミンキンにある低温・乾燥地域環境
および工学研究所を訪問し，ダイズの栽培状
況に関する情報を入手するとともに，作物の
乾燥耐性全般にわたる意見交換を行った． 
これら一連の研究交流を通じて，ダイズ遺

伝資源の評価に関する国際的な研究基盤を
整えることができた． 
 
３．メロングループ 
①ベトナム中央部と南部（2014 年 7月，2015
年 12 月，ともにフエ農林大学・ベトナムと
の共同調査），②カンボジア東部と北部（2015
年 11 月，2016 年 11 月，ともにカンボジア農
業調査研究所・カンボジアとの共同調査）と
③中国雲南省南西部（2016 年 2月，2016 年 8
月，ともに中国科学院昆明植物研究所および
中央民族大学・中国との共同調査），④ネパ
ール西部（2016 年 11 月，ネパール農業研究
評議会（NARC）ジーンバンクとの共同調査）
において Cucumis属植物の調査・収集を行っ
た．調査サンプル数は，国別にベトナムでメ
ロン，キュウリおよびその他ウリ科作物の
122 点，カンボジアでメロン，キュウリおよ
びその他ウリ科作物の 311 点，中国雲南省で
メロン，キュウリ，野生種（C. hystrix）お
よび他ウリ科作物122点，ネパールでメロン，
キュウリ，野生種（C. hardwickii）および
その他ウリ科作物の 126 点である． 
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図 メロン594個体における果実形質と種子サイズを
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収集した遺伝資源を含む在来メロンにお
いて，果実の長さや種子長は雲南省南西部，
ラオス・ベトナム，カンボジアへと南へ移行
するに従って大型になっていることがわか
った（図）．また，ベトナムの在来メロンが
平野部のメロングループおよび山岳部のメ
ロングループの2群により構成されているこ
と，それらのグループがそれぞれ日本のマク
ワおよびシロウリと類縁関係があることが，
果実形質の調査や RAPD 分析により明らかに
なった． 
本研究で収集した遺伝資源は，それらの収

集地域がウリ科の多様性中心に含まれるこ
とから，Cucumis 属の系統進化に関する基礎
研究や育種への利用が期待される． 
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